
第１４号 

立教１８６年 
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髙
安
詰
所
だ
よ
り 

三年千日、先陣を切る 詰所婦人！







修
養
科
第
九
七
八
期
の
愉
快
な
仲
間 

 
髙
安
修
養
科
生
は
家
族
以
上
の
家
族
で
す
。 

毎
日
楽
し
く
「
陽
気
ぐ
ら
し
」
し
て
い
ま
す
！  

   

  

お
ぢ
ば
に
伏
せ
込
む
若
者
達 

（
そ
の
４
） 

日
東
紀
分
教
会
会
長
子
弟
の
赤
阪
祐
哉
さ
ん
は
、
地
元
東
京
の
高
校
か
ら
天

理
大
学
に
進
み
、
現
在
、
輸
送
部
第
二
課
に
所
属
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
仕
事
内
容
は
関
連
施
設
の
管
理
で
、
上
司
と
二
人
、
広
大
な
お
ぢ
ば
の
駐

車
場
で
毎
日
黙
々
と
草
引
き
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
時

代
は
野
球
部
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
会
の
鼓
笛
隊
で

フ
ァ
イ
フ
を
通
し
て
雅
楽
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と 

か
ら
、
天
理
大
学
で
は
雅
楽
部
に
入
り
、
韓
国
を
始
め
ロ
ン
ド
ン
、

メ
キ
シ
コ
と
世
界
各
国
で
演
奏
旅
行
さ
れ
、
若
い
感
性
で
大
い
に
見

聞
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
将
来
は
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
と
っ
て
、

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
、
頼
も
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 
 
 

本
部
春
季
大
祭
前
日
、
十
年
に
一
度
の
大
寒
波
が
列
島
を
襲
い
、
大

雪
で
道
路
や
鉄
道
は
大
混
乱
と
な
っ
た
。
長
時
間
の
渋
滞
で
疲
労
困

憊
の
中
、
教
祖
を
慕
う
思
い
一
つ
で
帰
っ
て
来
ら
れ
た
信
者
さ
ん
方

を
お
迎
え
し
た
時
、
教
祖
伝
逸
話
篇
「
雪
の
日
」
の
情
景
が
思
わ
ず

心
に
浮
か
び
、
苦
労
し
て
帰
っ
て
き
た
信
者
ら
の
誠
真
実
を
、
教
祖

も
さ
ぞ
お
喜
び
下
さ
り
、
温
か
く
お
迎
え
下
さ
っ
た
こ
と
と
思
っ
た
。 
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